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(57)【要約】
　スプリングプレートを有し、このスプリングプレート
が、リング状のアクチュエータによって軸方向に調整可
能であり、このアクチュエータが、加圧手段供給システ
ムを介して加圧手段を供給される、調整可能なスプリン
グサポートであって、調整可能なスプリングサポートが
、スプリングプレートを有し、このスプリングプレート
が、リング状のアクチュエータによって軸方向に調整可
能であり、このアクチュエータが、加圧手段供給システ
ムを介して加圧手段を供給され、リング状のアクチュエ
ータが、加圧手段供給システムへの加圧手段接続部を備
え、そのハウジングが、加圧手段供給システムのハウジ
ングと直接的に結合されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプリングプレート（９）を有し、このスプリングプレートが、リング状のアクチュエ
ータ（５）によって軸方向に調整可能であり、このアクチュエータ（５）が、加圧手段供
給システム（１１）を介して加圧手段を供給される、調整可能なスプリングサポート（１
）において、
　リング状のアクチュエータ（５）が、加圧手段供給システム（１１）への加圧手段接続
部を備え、そのハウジング（５）が、加圧手段供給システム（１１）のハウジング（１９
）と直接的に結合されていること、を特徴とする調整可能なスプリングサポート。
【請求項２】
　加圧手段供給システム（１１）のハウジング（１９）が、少なくとも１つのポンプ（１
３）、ポンプ駆動装置（１５）及び貯蔵容器（１７）を支持すること、を特徴とする請求
項１に記載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項３】
　アクチュエータ（３）のハウジング（５）が、振動ダンパの外側シリンダ（７）に固定
されていること、を特徴とする請求項１に記載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項４】
　加圧手段供給システム（１１）のハウジング（１９）が、外側シリンダ（７）の縦軸（
２１）対して半径方向に位置をずらして配置されていること、を特徴とする請求項１に記
載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項５】
　貯蔵容器（１７）が、ポンプ（１３）の上に配置されていること、を特徴とする請求項
２に記載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項６】
　リング状のアクチュエータのハウジング（５）と、加圧手段供給システム（１１）のハ
ウジング（１９）が、一部材で形成されていること、を特徴とする請求項１に記載の調整
可能なスプリングサポート。
【請求項７】
　振動ダンパの外側シリンダ（７）が、アクチュエータ（５）の加圧手段チャンバ（３１
）の内側の壁（３３）を構成すること、を特徴とする請求項３に記載の調整可能なスプリ
ングサポート。
【請求項８】
　アクチュエータが、振動ダンパの外側シリンダ（７）の半径方向の段部（２７）に支持
されること、を特徴とする請求項３に記載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項９】
　調整可能なスプリングプレート（９）と結合されたアクチュエータピストン（２９）が
、回転不能に案内されていること、を特徴とする請求項１に記載の調整可能なスプリング
サポート。
【請求項１０】
　スプリングプレート（９）の最大移動経路が、機械的なストッパ（４５）を介して制限
されていること、を特徴とする請求項１に記載の調整可能なスプリングサポート。
【請求項１１】
　振動ダンパの外側シリンダ（７）が、機械的なストッパ（４５）を構成するキャップ（
４７）を支持すること、を特徴とする請求項１０に記載の調整可能なスプリングサポート
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念による調整可能なスプリングサポートに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　西独国特許出願公開第３２　２３　１９５号明細書から、調整可能なスプリングサポー
トが公知であり、このスプリングサポートは、第１及び第２のスプリングプレートを備え
、両スプリングプレートの間隔は、両スプリングプレートの間に配置されたサポートスプ
リングに意図的に予荷重を与え、所望の支持力を達成するために、加圧手段で操作可能な
アクチュエータによって変更可能である。
【０００３】
　加圧手段として、油圧媒体が使用される。ポンプは、貯蔵容器から加圧手段をアクチュ
エータのシリンダに移送する。シリンダ内に、両スプリングプレートの一方と結合された
ピストンが摺動するように支承されている。
【０００４】
　図からわかるように、ポンプ、リザーバ及びアクチュエータの間にチューブラインシス
テムがある。構成要素のこの割当ては、全システムを車両内に分配でき、その場合に、ポ
ンプ又はリザーバのような個々の構成要素を更にまた互いに離間して車両内に位置決めで
きるとの利点を有する。これにより、チューブライン及び取付けの費用とリークのリスク
が上昇する。
【０００５】
　更に、スプリングプレートを介して所望の車両ボディレベルもしくはサポートスプリン
グのスプリング予荷重を調整し得るために、各車輪に対して、少なくとも１つの流量調整
弁が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】西独国特許出願公開第３２　２３　１９５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、簡単に取り付け可能な、加圧手段システムを有する調整可能なスプリ
ングサポートを実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は、リング状のアクチュエータが、加圧手段供給システムへの加圧手段接続部
を備え、そのハウジングが、加圧手段供給システムのハウジングと直接的に結合されてい
ること、によって解決される。
【０００９】
　アッセンブリユニットとして完全な加圧手段システムを配置することにより、ホース及
び露出しているカップリングを廃止することができる。更に、組立全体が簡素化される。
例えばシャーシ内に、複数のスプリングサポートが使用される場合には、例えば、所望の
機能を達成するために、それぞれ１つの電力供給接続部とＣＡＮバス接続部で十分である
。
【００１０】
　加圧手段供給システムのハウジングは、少なくとも１つのポンプ、ポンプ駆動装置及び
貯蔵容器を支持する。従って、リークの危険にさらされたホース継手は、省略することが
できる。
【００１１】
　別の有利な形成では、アクチュエータのハウジングが、振動ダンパの外側シリンダに固
定されている。アクチュエータのハウジングを介して、加圧手段供給システムのハウジン
グも、外側シリンダに固定されている。
【００１２】
　有利に従属請求項によれば、加圧手段供給システムのハウジングが、外側シリンダの縦
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軸対して半径方向に位置をずらして配置されている。半径方向に位置をずらしては、振動
ダンパと加圧手段供給システムの主軸が、互いに軸平行に延在するだけでなくねじれて延
在することを意味することができる。
【００１３】
　必要なポンプ能力を付加的に高めないように、好ましくは、貯蔵容器が、ポンプの上に
配置されている。
【００１４】
　更に、リング状のアクチュエータのハウジングと、加圧手段供給システムのハウジング
が、一部材で形成されていること、を構成とし得る。両ハウジングは、１つの鍛造部品、
鋳造部品又はそれどころか連続プレス部品にまとめることができる。
【００１５】
　特に細いアクチュエータは、振動ダンパの外側シリンダが、アクチュエータの加圧手段
チャンバの内側の壁を構成する場合に達成される。
【００１６】
　できるだけ短い、従って軽いサポートスプリングを使用し得るために、アクチュエータ
は、振動ダンパの外側シリンダの半径方向の段部に支持される。段部は、例えば固定リン
グのような少なくとも１つの別個の部品によって、しかしながらまた外側シリンダのショ
ルダによって構成され得る。
【００１７】
　オプションで、調整可能なスプリングプレートと結合されたアクチュエータピストンが
、回転不能に案内されていること、を構成とし得る。このオプションは、調整可能なスプ
リングプレートが、斜めの支持面又は第２のスプリングプレートに対して半径方向に位置
をずらした支持面をサポートスプリングのために備える場合に、特に有効である。
【００１８】
　スプリングプレートの最大移動経路が、機械的なストッパを介して制限されているとの
可能性がある。この形成は、最大移動経路が非常に容易に検出可能であるので、調整可能
なスプリングプレートの制御を簡素化する。
【００１９】
　機械的なストッパの構造的な適用のために、異なる構成タイプが、例えば外側容器に固
定された固定リングが、可能である。特に簡単な解決策は、振動ダンパの外側シリンダが
、機械的なストッパを構成するキャップを支持すること、にある。このような、キャップ
は、例えば振動ダンパの圧力エンドストップバッファを支持し得る。
【００２０】
　以下の図の記載により、本発明を詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】振動ダンパにおけるスプリングサポートの図
【図２】振動ダンパにおけるスプリングサポートの断面図
【図３】回転不能のスプリングプレートを有するスプリングサポート
【図４】回転不能のスプリングプレートを有するスプリングサポート
【図５】部品としてのポンプハウジング
【図６】部品としての総ハウジング
【図７】ネジ留め可能な総ハウジング
【図８】ネジ留め可能な総ハウジング
【図９】ネジ留め可能な総ハウジング
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１及び２は、リング状のアクチュエータ３を有するスプリングサポートを概略的に示
し、アクチュエータのハウジング５は、任意の構成タイプの振動ダンパの外側シリンダ７
に固定されている。アクチュエータ３は、スプリングプレート９を軸方向に調整するため
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に使用される。この場合、アクチュエータ３は、加圧手段供給システム１１を介して加圧
手段を供給される。
【００２３】
　加圧手段供給システム１１は、少なくとも１つのポンプ１３、ポンプ駆動装置１５及び
貯蔵容器１７を有する。アクチュエータ３のハウジング５は、加圧手段供給システム１１
用のハウジング１９と直接的に結合されている。両ハウジング５；１９の直接的な結合は
、機械的に高剛性の結合であると理解すべきである。必要時には、シール手段又はアダプ
タ部品が存在し得るが、間隔を橋渡すホース継手はない。
【００２４】
　加圧手段供給システム１１のハウジング１９は、少なくともポンプ１３、ポンプ駆動装
置１５及び貯蔵容器１７を支持する。ハウジング１９は、構成要素１３；１５；１７を完
全に包み込む必要があるのではなく、支持機能を満足するために少なくとも接続面を提供
する必要がある。
【００２５】
　図１及び２が更に示すように、加圧手段供給システム１１のハウジング１９は、振動ダ
ンパの縦軸２１に対して半径方向に位置をずらして配置されている。このバリエーション
では、加圧手段供給システム１１の主軸２３は、外側シリンダ７の縦軸に対して平行な全
ての平面内に延在する。
【００２６】
　図２による断面図で、付加的に、貯蔵容器１７がポンプ１３の上に配置されていること
が、認識可能である。貯蔵容器１７の直下で、ポンプ１３は、ポンプハウジング２５内に
位置決めされ、このポンプハウジングは、更にまたハウジング１９によって少なくとも部
分的に包囲される。ポンプ１３の下に、ポンプ駆動装置１５が続く。
【００２７】
　この実施バリエーションでは、アクチュエータのリング状のハウジング５と、加圧手段
供給システム１１のハウジング１９は、以下では総ハウジングと呼ばれるが、一部材で形
成されている。一部材は、両ハウジング５；ｌ１９が、製造終了状態で、もはや非破壊で
は互いに分離することができないことを意味する。
【００２８】
　総ハウジング５；１９は、外側シリンダ７の半径方向の段部２７に支持される。ここで
は、半径方向の段部２７は、外側シリンダ７の直径拡大部によって構成される。
【００２９】
　調整可能なスプリングプレート９は、ピストン２９と結合され、このピストンは、アク
チュエータ３の加圧手段チャンバ３１内に、軸方向に滑動可能で、シールされて支承され
ている。この場合、振動ダンパの外側シリンダ７は、加圧手段チャンバ３１の内側の壁３
３を構成する。
【００３０】
　加圧手段チャンバ３１は、総ハウジング５；１９内にポンプ１３に向かう加圧手段接続
部３５を有する。ポンプハウジング２５の外周面３７（図５参照）に、ポンプ室４１と接
続通路３５の間の加圧手段通路３９が形成されている。ポンプハウジング２５は、周面の
領域内を、ポンプハウジングが、ハウジング１９の内壁４３と関係して加圧手段通路３９
を環境に対してシールするように、高い寸法精度で仕上げられている。
【００３１】
　スプリングプレートの軸方向の移動のために、ポンプ駆動装置１５及びポンプ１３を介
して、加圧手段は、貯蔵容器１７から加圧手段通路３９及び加圧手段接続部３５を経て、
図示してないスプリングの力に抗して加圧手段チャンバ３１内へ移送される。スプリング
プレート９の移動経路は、機械的なストッパ４５によって制限される。このため、このバ
リエーションは、キャップ４７を有し、このキャップは、外側シリンダ７の端面４９に押
し付けられているか、選択的に噛合い係合継手５１を介して固定されている。この例では
、噛合い係合継手５１は、キャップのスリーブ部分５５と、少なくとも１つの溝５７－こ
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の溝は、環状にシリンダ７に形成することもできる－の間の溝部５３を介して保持される
。
【００３２】
　図１及び２による構成では、スプリングプレート９は、振動ダンパもしくは外側シリン
ダ７の縦軸２１に対して直角且つ同軸に配置されている。これとは違い、図３によるスプ
リングサポート１は、縦軸２１に関して傾斜状態の調整可能なスプリングプレートを備え
る。傾斜させたスプリングプレート９の場合、所定の傾斜状態を周方向に保証することが
、適当な措置によって必要である。
【００３３】
　このため、アクチュエータのハウジング５－このハウジングは、このバリエーションで
は、図６が示すように、加圧手段チャンバ３１の内側の壁３３も提供する－は、噛合い係
合セグメント５９を有し、この噛合い係合セグメントは、スプリングプレート９における
ピストン２９の相手噛合い係合セグメント６１と共に、ピストン２９が、従ってスプリン
グプレート９が回転不能に案内されるようにする。
【００３４】
　図１及び２によるバリエーションとの更なる違いは、スプリングプレート９の移動経路
を制限するための機械的なストッパ４５が、環状の溝６３内に収容された固定リングによ
って構成されることにある。このバリエーションは、特に、スプリングプレートの最大移
動経路が外側シリンダ７の端面４９に対して大きい間隔を備える場合に、考慮される。
【００３５】
　図４は、総ハウジング５；１９を支持するための半径方向の段部２７が、同様に溝６７
内の固定リング６５によって構成される点で、図３とは異なる。
【００３６】
　図７～９は、アクチュエータのハウジング５と加圧手段システム１１用のハウジング１
９が、総ハウジングへとネジ留めされる別々に製造可能な部品である実施形態を示す。こ
のため、ハウジング５は、加圧手段供給システム１１のハウジング１９の固定面７１用の
接続面６９を有する。
【００３７】
　図７及び９は、図１～４によるハウジング５；１９の整向である。これら両構成の間の
違いは、図９でネジ留めに依存しない噛合い係合式の圧力除去継手７３が存在することに
ある。模範的に、ダブテールガイドが図示されているが、このダブテールガイドを介して
、両ハウジング５；１９は、ネジ継手を容易に締結し得るために、確かに軸方向に互いに
整向され得るが、ハウジング５；１９の間の半径方向の引抜き力は、圧力除去継手７３に
よって受け止められる。圧力負荷は、アクチュエータ５の加圧手段チャンバ３１内の圧力
に由来する。
【００３８】
　図８は、両ハウジング５；１９が互いにねじれて整向され得ることを明らかにする。そ
のため、接続面及び固定面６９；７１は、相応にそれぞれのハウジング５；１９に位置決
めされている。この場合、図８が示すように、図７によるハウジング１９を使用し、アク
チュエータハウジング５における接続面６９だけを相応に整向することができる。
【符号の説明】
【００３９】
　　１　　　スプリングサポート
　　３　　　アクチュエータ
　　５　　　ハウジング
　　７　　　外側シリンダ
　　９　　　スプリングプレート
　　１１　　加圧手段供給システム
　　１３　　ポンプ
　　１５　　ポンプ駆動装置
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　　１７　　貯蔵容器
　　１９　　ハウジング
　　２１　　縦軸
　　２３　　主軸
　　２５　　ポンプハウジング
　　２７　　段部
　　２９　　ピストン
　　３１　　加圧手段チャンバ
　　３３　　内側の壁
　　３５　　加圧手段接続部
　　３７　　周面
　　３９　　加圧手段通路
　　４１　　ポンプ室
　　４３　　内壁
　　４５　　ストッパ
　　４７　　キャップ
　　４９　　端面
　　５１　　噛合い係合継手
　　５３　　溝部
　　５５　　スリーブ部分
　　５７　　溝
　　５９　　噛合い係合セグメント
　　６１　　相手噛合い係合セグメント
　　６３　　溝
　　６５　　固定リング
　　６７　　溝
　　６９　　接続面
　　７１　　固定面
　　７３　　圧力除去継手



(8) JP 2018-514439 A 2018.6.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】
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【国際調査報告】
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